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Event Information  ◎は新建主催行事 ◆は会員及び交流団体の行事 

 

東京支部  

◎05/13 水 18:30 第 2回常任幹事会                   @新建事務所 

◎05/15 金 19:00 東京支部サロン「新建・みんなの知恵袋2」       ＠新建事務所 

◎05/28 木 18:30 第 1回幹事会                      @新建事務所 

  ◎09/05 土 13:30 まちづくり市民フォーラム（仮） @板橋区立グリーンホール 2階ホール 

 

全国 

◎09/12 土-13日  全国幹事会  @12日-板橋区立グリーンホール 601 13 日-板橋区立文化会館 5階 

 

会員及び交流団体  詳細は（  ）に記載された会員へお問い合わせください。 

◆05/17 日 未来の東京を一緒につくるために  

緑とくらしを乱開発から守るシンポジウム       @専修大学神田キャンパス 1号館 

◆05/06 水・祝 「第 132回住まいとまちづくり講座-写真を見ながら、いっしょにスペインを旅しませんか-」 

                                         @板橋区立グリーンホール 504会議室 

◆05/25 月 「防災庁」に関するヒアリング @国会・参議院議員会館会議室  

◆05/28 木 春夏秋冬のある暮らし「江戸期以前の「畳」寸法は今より大きかった」（金田）@代官山「無垢里」 

◆06/20 土 憲法フェスティバル わたしの・あなたの・だれかの人権～基本的人権を考える～ 

                                        @日経ホール<千代田区大手町> 

 

 

 

 

 

今月の表紙  提供：山下千佳 

益城町役場に隣接するように 2022

年に建てられた「復興まちづくりセンタ

ー」。県産木材を使い、多目的室や

会議室、備蓄倉庫など。住民活動の

場、熊本地震の記憶の継承の場、災

害に備える場の３つの役割がある。 



東京支部サロン 新建・みんなの知恵袋 はじめの一歩  象地域設計 田中光 

 

 4 月 17 日（金）19 時、知恵袋の第一回目が開催されました。 

 みんなで持ち寄った話題で、わいわい意見交換する場所ということで、新建新入りの私もお邪魔しま

した。参加者は杉山昇さん、岡田昭人さん、樋口勝一さん、伊藤寛明さん、柳澤泰博さん、私の 6 名で

した。 

 初めの話題は柳澤さんの、ハウスメーカー住宅の改修についてでした。こちらは現在進行中の案件

で、ちょっと引っかかるところがあるのでみんなで議論したいということで話題を持ち込んでいただき

ました。 

 軽量鉄骨住宅の改修で、型式適合認定住宅であるため容易に手が出せず、確認申請を出さない形での

改修案をいくつか検討している最中でした。そのプランニングにみんなで口出しするのかなと思いまし

たが、そうはならずに思いがけないアイデアがありました。 

「今住んでいる住宅は改修せずに賃貸として貸し出してみてはどうか？」 「建主さんは地主さんで隣

にアパートも持っているのなら、そちらを改修して住まわれるのはどうか。」と懸念を避ける形で、住

まいの悩みを解決できるのではないかとのアイデアが出ました。サロン全体が賛同に傾いていきました

が、少し気になる点もあるようで、建主さんはとても貴重な研究を長年続けてこられた研究者の方で、

たくさんの研究資料をお持ちとのこと。それらが今の住まいいっぱいにあって片付けるのも一苦労。そ

れほどの資料の行き場をどうするか。その量や、改修に伴う引っ越しの回数などを相談しながら進める

そうです。 

 

続いての話題は実験的な想像プランニングの

試みです。最小限住宅のように人の生活を支え

うる最小限のプランニングとはどんなものか、

伊藤さんが個人で続けられてきたことをみんな

で話しました。ミニマルな生活とは何か、「人は

意外と手間や無駄なことに楽しみや安らぎを見

出したりもするもので、本当のミニマリストに

なるのはそう簡単ではないよね。」都会暮らしの

私たちは、どこかで何らかの資源に依存して生

活している。身につまされる今日この頃です。 

知恵袋は、このような感じで、まじめモード

と想像？モードの両方で気軽に話ができる場です。三人寄れば文殊の知恵といいますが、日ごろのモヤ

モヤが新しい発見につながる交差点になりました。 

 

自己紹介 

４月から新たに新建に仲間入りしました、象地域設計の田中光です。 

東京暮らしでまだ慣れないことも多いですが、新建のあれやこれが気になります。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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熊本地震から 10 年 視察報告 No.1 

山下千佳（復興支援会議事務局次長／東京支部） 

熊本地震は、2016 年 4 月 14 日と 16 日に震度 7 の地震が相次いで発生したことが大きな特徴で、特に

2 度目の本震により被害が拡大しました。活断層（布田川断層帯・日奈久断層帯）の活動により、益城町

を中心に甚大な被害が生じ、多くの住宅が倒壊・損壊したほか、熊本城の石垣崩落や宇土市庁舎の倒壊な

ど、歴史的建造物や RC 建築にも大きな影響が及びました。また、阿蘇大橋の崩落や大規模な地盤変動な

ど、広域的な被害が発生した災害でもありました。 

 新建災害復興支援会議では、2016 年 5 月に現地に行き、7 月には仮設住宅での「炊き出し何でも相談

会」に参加、新建主催でブロック会議を開き（36 名参加）、地元の支援団体の方や議員さんと被害の状況

や今後の支援などについて意見交換をしました。 

 地震発生から 10 年の節目にあたり 4 月 13 日（月）～14 日（火）で現地視察に行ってきました。 

参加は、13 日は丸谷博男さん（東京支部）・黒木義彦さん（株式会社黒木建設-福岡市）・土佐弘さん（ピ

ュアウッド-福岡市）・園村有紀さん（園村建築設計室-熊本県宇土市）、昼食のみ-関真弓さん（東京支部）、

夕食交流会-長野（山田）喜代子さん（コーポラティブハウス建て主） 

13 日と 14 日の両日は片井克美さん（福岡支部）・杉山昇さん・千代崎一夫さん・柳澤泰博さん・山下

千佳（東京支部）・西村正己さん（1 級建築士事務所 M-arc 設計-熊本市西区）でした。 

視察では、益城町の復興街区や住宅被害のあった地区をはじめ、熊本市内の商店街や都市部の復興状

況、熊本城の復旧の様子を見て回りました。また、水前寺ではコーポラティブハウス計画について建て主

の方からお話を伺いました。 

 2 日目は、熊本市内の展示を見学した後、阿蘇大橋地区の震災遺構や阿蘇神社の復旧状況を確認し、震

災ミュージアムでは断層の露出など当時の被害の様子を学びました。最後に益城町の復興まちづくりセ

ンターも訪問しました。 

                         

【益城町役場】益城町は熊本地震で震度 7 を 2 回観測した地域で、大きな被害を受けました。現在は、道

路の拡幅（県道の 4 車線化）や区画整理が進められ役場周辺をはじめ、まちは様変わりしていました。 

 

 

 

 

 

 

【健軍商店街】地震により店舗の被害や営業の停滞がありました。その後、店舗の建て替えや改修が進ん

でいました。大きく倒壊したスーパーは新しく「マルショク」になっていました。 

 

 

 

 

 

 

上の写真は 2016 年 5 月 3 日撮影 
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【益城住宅被害地区（田中団地）】 この地域では、古い耐震基準の木造住宅が多く被害を受けまし

た。車で走った県道熊本高森線は、かつての被害の大きさを想像させないほど整備が進み、4 車線化され

た道路がまっすぐに伸びています。広がった道路空間と新しく整えられた街区を見ながら走る中で、復興

が「目に見えるかたち」で進んでいることを実感しました。かつての生活の痕跡が見えにくく、閑散とし

た側面もありました。町内には災害公営住宅が 671 戸・19 団地整備され、地域ごとに分散配置されてい

る点が特徴とのことでした。コミュニティの再生を意識した住環境づくりが進められたそうです。暮らし

の様子が見えなかったので、コミュニティや生業がどのようになっているのかは、知りたかったです。 

 

  

 

 

【「new 町家プロジェクト（水前寺五丁目プロジェクト）」】 

丸谷博男さん（東京支部代表幹事）をリーダーとして進めているコーポラティブハウスの計画地を見学

し、丸谷さんから説明を聞きました。「交流スペースは広めに」「1 階はカフェ店舗」「購入は無理でも安

価で参加したい人のため、複数人でシェアして暮らせる 1 戸をつくる」など、また屋上を緑化して運動

や災害避難の場所にしたり、冷暖房費を抑える工法を取り入れたりしたいとのこと。住民が主体となって

住宅をつくる方法であり、住まい方やコミュニティを大切にする取り組みです。災害後の新しい住まいの

形として興味深い事例でした。夕食に施主さんもいらして、いろいろとお話をうかがいました。 

 

 

  

 

 

 

 

【熊本城】13 日はライトアップされた熊本城を見ることができました。石垣や天守の復旧は現在も続い

ており、完全な復旧には長い時間がかかることが分かります。特に石垣の修復は丁寧に行われており、文

化財を守ることの重要さを感じました。2021 年 3 月に天守閣全体の復旧が完了し、2032 年に宇土櫓（う

とやぐら）や本丸御殿の復旧完了予定。石垣も含めて全工事完了は、2052 年度とのことです。 

 

4/14 阿蘇地方の視察は次号で報告します。つづく 
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会員の本多さんの思い出        2026.5 

千代崎一夫 

私が知っている本多昭一さん小史 

１９３９年 栃木県生まれ  

１９６２年 東京大学工学部建築学科卒 

１９６５年 東京大学生産技術研究所助手 「米軍ヘリコプター基地問題」運動 

１９７４年 新建築家技術者集団入会 誘ったのは山本厚生、鈴木博行、山本学治、各氏 

      新建ヨーロッパツァー参加 東京支部常任幹事 情宣担当 

  ７５年 ホワイエ（東京支部機関誌）発行責任者 

   ？?年 東京支部事務局長 

   ？？年 東京支部事務局長解任（研究に専念してもらうために） 

       全国事務局長（当時の事務局長が倒れたために急遽） 

   ７９年 玉川こども・きょういく百科 ２５ いえ 指導と執筆 発行  

        山本厚生さんの住宅の建設過程が紹介されている。特別にこの巻だけが買えた。 

       「ニアフォーティーの会」４０歳前後の会員が家族同士もつながろうと始めたと聞い

ています。 

直ぐに「若手の会」もできて、３０歳前後のグループ「ＩＮＧの会」もできました。 

   ８０年 「飯田濠守る会」対策会議 に専門家団体として参加。 

   ８１年 「集合住宅―団地･アパート･マンションを住みやすく」共著 

   ８３年 神田保育園での環境悪化との闘い 

       文京区の「まちづくりを考える住民懇談会」 

   ８７年 四全総路線との闘い「私たちのまちづくり運動」著 新日本新書 

       自宅建設計画が進んでいました。１間グリッドで柱があった図面を見たような気が。 

１９８８年 京都府立大学教授 広原先生が学長選挙に出たので、本多さんが学部長に。 

１９９５年 阪神･淡路大震災 支援組織を作り活動を。（ＮＰＯまちづくり神戸） 

２００３年 福井大学教授 

      「近代日本建築運動史」 著 本当に記録の大切を知ることができます。 

２０１１年 東日本大震災 

 

本多さんの名前を知ったのは74年のヨーロッパ旅行の報告でした。 

ホワイエを始めたときにはびっくりしました。来た原稿は全部載せる。編集無しで執筆者責任の

責任でそのまま載せる。書きたい人はたくさんいて、60ページにもなったこともありました。500

部も印刷していましたので、運搬も大変でした。山本学治先生の研究室、労働組合などの印刷機を借

りました。目白に移った事務局の支部内各班の棚に入れるまでが情宣の責任でした。 

新日本出版新書の「集合住宅」という本は上下の2冊があり、「集合住宅研究会」という匿名の執

筆者グループの共著です。81年刊で前書きは西山夘三先生です。「基本的な問題点をふまえた上

で、現在の新しい課題の一つともいえる集合住宅についての具体的な提言をこころみています」今か

らでもお読み下さい。この中でもお子さんが5人いた本多昭一さん一家がどうやって暮らしたか紹介

されています。 

京都に送り出すときには盛大な送別会を行ないました。私たちにとっては「神様・仏様・本多

様」だったのですが、家族にとってはどうだったかは心配でした。私たちがどのように思っていたの

かを知って欲しいと思って、ご家族に「参加して欲しい」と伝える役を支部事務局長だった私が行き

ました。ご自宅にお子さん2人だけしかいなくて、確か次男の方に「お父さんの自分たち決めれば良

いというと思えけれど、私たちはぜひご家族で来て欲しい」と伝えました。当日ワゴン車で家族全員

7人が来てくれました。とても嬉しかったです。 
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「私たちのまちづくり運動」という本多さん単著の新書が出版されたのは1987年です。まちづく

りを考えることにはいつも参考にしています。 

本多さんが東京支部にいるときに「記憶を記録に」しておくということに力を入れていたような

気がします。 

ホワイエという自由に自分の考えを表せる、残せる場作りというのは、考えや活動を「記録」し

ておくことだったのだと思うのです。実践報告会も力を入れていました。26本の実践報告会があり

ました。支部の常任幹事も積極的に実践報告をしていました。夜遅くなってからクルマで広瀬鎌二先

生が参加されたこともありました。そのときの会場は六本木の東京大学生産技術研究所でした。 

全国に事務局長になってからも「実践報告」に力を入れていました。「研究報告」ではなく実践

報告です。「机の上にあるものを報告しよう、仕事でやっていることを報告し合うのが実践報告で

す。その中で優秀なものを『新建賞』としましょう。『新建賞』はすごく尊いものなので自己紹介の

中には、必ず加えましょう」ともいっていました。私も実践報告は自分の記録だと思っています。 

１９８６年前年の大会の決定に基づき「建築とまちづくり 実践報告集１９８６」発行 

１９８７年に冊子が郵送等も含めて普及しにくいので『建築とまちづくり』誌の特集の形で発行

されました。１９８７年１１月増刊号「特集’８７実践報告集」が発行されました。 

１９９０年に８９～９０年「建築とまちづくり実践報告集１９８９～１９９０」が発行されてい

ます。１９９６年に「建築とまちづくり実践報告集１９９６年」が発行されました。 

本多さんの手つくりだが公式の実践報告集もありました。「希望者があれば直ぐに発行します」

といっていました。それだけ、実践報告にこだわっていました。 

 

下記は、本多さんが2007年に開催した「住まいとまちづくりコープ１５周年」に寄せてくださっ

たメッセージです。大変励まされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本多昭一さんさようなら   
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鋸屋根に魅せられて 

愛知県蒲郡市-③ 写真家 吉田敬子 

 

 愛知県蒲郡市の連載は今回③で終了です。私が蒲郡市の鋸屋根を知ったのは、群馬県桐生

市在住、建築家の野口三郎先生からの鋸屋根工場の報告書でした。先生は 2002 年 4/29～

5/2 にかけ、愛知大学中部地方産業研究所の天野先生が参加協力して、三谷地区を調査しま

した。結果 110 棟の鋸屋根を確認しました。その後、愛知大学中部地方産業研究所の天野武

弘さんは、東部地域（大塚、三谷、豊岡）を調査し 156 棟を確認しました。私は 2002 年 10/4

～10/７にかけて、蒲郡、豊岡、三谷、大塚地区を調査し約 250 棟を確認しました。操業停

止が多く、操業中の工場は、繊維、ロープ、ゴム紐、縫製でした。彩光のための仕上げ材は、

硬質ビニル波板が多く用いられ、十分な彩光が得られないものもありました。屋根は桟瓦が

使われ外壁材は波トタンが多く使われていました。空き工場の利用は駐車場が目立ちました。

他は倉庫などに用途変更したものや、放置あるいは空き屋になっていました。この調査結果

を、愛知大学中部地方産業研究所の天野先生に連絡すると、先生たちは 2010 年「三河のこ

ぎり屋根調査団」を発足し調査を続行した報告書があるので送ります。と連絡を頂きました。 

2010 年 6 月から 2012 年 10 月にかけて 9 地区（大塚、三谷、豊岡、蒲郡、神之郷、静里、

塩津、形原、西浦）に分け調査しました。結果 348 棟の鋸屋根工場の現存を確認しました。

今後は蒲郡市の鋸屋根工場群の建築についてまとめる予定です。と有難い資料を頂きました。 

JR 三河三谷駅 周辺に商店がなく、コンビニと間違われる無人駅 
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蒲郡市鋸屋根工場 2002,10/6,7 撮影 蒲郡駅周辺～三河三谷駅周辺、豊岡、大塚地区 

   

   

   

愛知大学中部地方産業研究所：蒲郡市の鋸屋根工場の一次調査－その２－ 
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アジア 再エネと石炭回帰、同時進行も ＮＮＡ中東情勢アンケート（下） 

260410 NNAASIA 

米国とイスラエルによるイランをはじめとする関連国への空爆などによる戦

争が仕掛けられ、４月１０日現在、２週間の停戦を迎えたが、原油をめぐるこ

れからの取り組みに、アジア圏の人々は、様々な思いを抱いているようだ。たまたま、アジア経済ニュースを扱っ

ている NNAASIA が、アンケートを実施し、アジア各国の方の意見が出ていたので紹介する。 

米国とイランは２週間の停戦に入ったものの、不透

明な状況は依然として続く。アジアの各国・地域の政

府は燃料価格上昇の影響を和らげるべく奔走する一

方、今回の「オイルショック」を契機に人々の意識や

社会の価値観に変化が生まれる可能性はある。ＮＮ

Ａが実施した在アジアの日系企業関係者に対するア

ンケートでは、中東危機後のトレンドについても質

問。再生可能エネルギーの導入が進むと同時に、石

炭火力発電を見直す機運が強まるとの見方もあっ

た。 

 

「今回の中東危機の経験を踏まえ、現地では中長

期的にどのようなトレンドが強まると予想されますか」との質問に対し、34.6％が「再生可能エネルギー導入」と回

答し最多となった。これに「モビリティー分野の電動化」が 26％、「リサイクル可能な素材の利用」が 15.7％で続

いた。 

再生可能エネルギーの普及が進む見通しとともにコメントでは、「中東以外の原油重視」（シンガポール／運

搬・倉庫）や「石炭などの化石燃料への回帰も発生する可能性がある」（シンガポール／鉄鋼・金属）といった意

見も目立った。9.6％の回答があった「原子力発電の導入」とともに、電力供給のあり方が各地で問い直されてい

くことは十分にあり得る。 

インドネシアでは３月 17 日、プラボウォ大統領が「電気自動車（ＥＶ）への完全な移行を望む」と発言。ガソリン

や軽油を使う内燃機関（ＩＣＥ）車では、燃料調達で他国に依存する 状況から脱却できないと強調した。ＥＶへの

移行を巡っては昨年 12月、欧州委員会が 35 年からＩＣＥ車の販売を禁止する計画を撤回。米国でも同９月にＥ

Ｖの購入支援策が打ち切られた。ＥＶ普及の先行きに懸念

が生じていたが、中東危機を契機に再びＥＶ需要が高まる

可能性はある。 

タイの首都バンコク近郊で今月５日に閉幕した自動車展

示・販売会「第 47 回バンコク国際モーターショー」における

自動車の成約台数では、中国のＥＶ最大手・比亜迪（ＢＹＤ）

が１万 7,354 台でトップ。２位はトヨタ自動車だったものの、３

～９位も中国系のＥＶメーカーが占めた。タイやインドネシア

ではバッテリー式ＥＶ（ＢＥＶ）の定着が進んでおり、この傾向

がさらに強まる兆しが見え始めた。 

■平時から取引先を「冷やさない」 

自由回答ではこのほか、調達ソースの多様化・分散化が

進むとのコメントも多かった。調達を分散化させればリスクは

低減できるものの、コスト上昇は避けられない。『ビジネスと

地政学・経済安全保障』の著者でオウルズコンサルティンググループの羽生田慶介最高経営責任者（ＣＥＯ）は

ＮＮＡに「リスクを回避するためにコストが増えることを、中長期的にメリットがある取り組みとして株主に納得して

もらうことが重要になる」と説明。具体的な対策としては、「平時から２番手・３番手の取引先に少しでも発注し、

『冷やさない』ようにしておく必要がある」と話した。調達先の多様化・分散化は多くの企業が心がけていると考え

られるが、何かが起きたときに初めて発注するのでは「与信や口座の審査、製造業であれば型式認証の確認な

ど、時間がかかる」（羽生田氏）ため、緊急事態への対応は難しくなる。 

アジアンニュース№40 

（ベトナム中心）TN 
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製造業であれば、中長期的に標準化・モジュール化を進めておき、状況の変化に素早く対応できる生産体制

を構築していくことも大事な取り組みだ。設計や開発で国際基準に基づいて標準化を進めておくことで、事業部

ごとに別々に原料や部品を調達するといった無駄を省くことができる。調達を多様化することでコストが増える

分、「ポートフォリオの整理で大なたを振るうなど、別の部分でコストを思い切って削り、事業全体の利益を確保し

ていく」（同）ことが、より重要となっていく。 

■中国事業に追い風の可能性も 

アンケートのなかで、中東危機に関する自由記述で目立ったのが、中国事業への影響は相対的に小さいとの見

方だ。中国の駐在員からは、「材料入手で、中国は東南アジアや台湾、日本と比較すると影響が小さい」（石油・

化学・エネルギー）といった声や、「アジアで調達できない自動車部品の中国からの輸出という動きが出てくるの

ではないか」（運搬・倉庫）といった予測が出てい

た。「２月末からの中東危機を受けて、原材料費や

輸送費などは上昇したか」との質問で、「上昇した」

の割合は中国では 54.1％と韓国の 45.5％に次いで

低かった。中国政府は今回の中東危機について踏

み込んだ発言をしていない。サプライチェーン（供給

網）が混乱する状況下にあって、中国での日系企

業の現地調達率は 71％と高いのも強みだ（日本貿

易振興機構＝ジェトロ「2025 年度海外進出日系企

業実態調査（アジア・オセアニア編）」）。「作れない

ものはない」と表現される製造業大国・中国が強み

を発揮することができるチャンスとなるのかもしれな

い。 

 

＜アンケート概要＞アンケートは３月 27日～４月６日にインターネットで行い、日系企業関係者 719 人が回答し

た。業種の内訳比率は製造業が 49.7％、非製造業が 47.0％だった。国・地域別の内訳は中国 157 人、タイ 130

人、インドネシア 99 人、ベトナム 67 人、フィリピン 43 人、インド 40 人、シンガポール 34人、オーストラリア 32

人、台湾 30人、マレーシア 27 人、香港 18 人、韓国 11人など。 

 

10％以上の減収、３割が予想 ＮＮＡ中東情勢アンケート（中） 260409 NNAASIA 

ＮＮＡがアジアで事業を行う日系企業に中東情勢の影響を尋

ねたアンケートで、中東危機が今年７月ごろまで続いた場合、現

地拠点の売上高が減少するとの予想が過半数を占めた。このう

ち 10％以上減少するとの予想は 30％を超えた。中東危機を踏

まえ、現地拠点で着手した対策を尋ねたところ、「効率化による

コスト削減」や「代替部品・原料の導入」、「各種サービス・商品

の値上げ」が多数を占めた。 

 

 

日系の７割、コスト増に直面 ＮＮＡ中東情勢アンケート（上）

260408 NNAASIA 

中東情勢の緊迫化を受け、アジアに拠点を置く日系企業

の７割が原材料費や輸送費をはじめとするコストの増加に

直面していることが、ＮＮＡのアンケートで分かった。このうち

３割が 20％以上のコスト上昇に見舞われていると回答。企

業の中には原材料や部品の備蓄があり、中東危機の影響を

回避しているケースもあるが、混乱が長期化することに不安

感が強まっている様子がうかがえた。 
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広告主募集中です！

台東支店

新協建設工業株式会社

124-0001
4-22-15

TEL : 03-3601-6841
FAX : 03-3601-6944

E-mail : zo-3@jade.dti.ne.jp
 http://www.jade.dti.ne.jp/~zo-3/

住む人・使う人の立場で、
住まいづくり、まちづくりを
すすめています。

共同建替え「アリシア鳩ヶ谷」

広告主募集中です！（輸入元）日本ルナファーザー(株)
　　  東京都港区南青山2-9-3 
　　  青山JPビル 2階
　　   TEL　03-5785-2750
（施工店）(有)ルナファーザー・テクノ
　　 東京都港区高輪4-23-6
　　   TEL　03-5792-5819

広告主募集中です！
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 http://www.zo-3.info
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